
令和7年度　意見交換会グループワークまとめ

分類 細分類 班 意見 対応

良かった点 助言 B
自分では気付かなかった改善点を多職種からの違った視点で聞くことができるため日ごろの視点に広がりができ

る。

良かった点 助言 C 口腔・栄養シートがあるときは短時間であるためとても助かる。

良かった点 助言 D
会議のコーディネーターが存在することによって、専門職同士の連携、スムーズな介入が可能となり、継続的な

支援ができる場合が多い。

良かった点 助言 D
助言者としては事例の中で総合的なコメントになることもあるが、その時々の求められていることに対して助言

しているので基本の会議スタイルは今のままで良いと思う。

良かった点 運営 C 雰囲気がとても良い。

良かった点 運営 E ホワイトボードに書いていく進め方は良い。

良かった点 その他 D 歯科、薬科など、少しずつ参加してくれる事業所も増えてきているため、顔の見える関係となり嬉しい。

良かった点 その他 A
課題は大なり小なりあるはず。色々な職種がアドバイスを行い組み立てを行うことにより立体的な助言となるの

でないでしょうか。

良かった点 その他 E 助言者としても地域のことが勉強できるから良い。

困った点 助言 A
言語聴覚士として助言できる内容が薄い。嚥下やコミュニケーションについて質問をしても「そこはあまり気に

なっていない」との返答が多い。

困った点 助言 B 職種として対象者にあった助言が必ずできるのか疑問である。

困った点 助言 C
核心をついたところで質問・助言がしにくいので難しさはある。併せて具体的な意見、提供者・助言者共に出し

にくいと感じることがある。

困った点 助言 C 色々やって出した事例の中で、すでにやったことを言われたとしても困ることがある。

困った点 助言 E リハビリ的に助言が欲しいのか。活動の場など情報等の助言が知りたいのか気になる時がある。

困った点 運営 A 開始初めは裁判のような空気である。ケアマネジャーが「出して良かった」と思えるような会にしてほしい。
〇運営

・BGMを流す、配席の考慮等を行っていますが、今後も雰囲気の改善に努めて参ります。

困った点 書類 B

必要書類が多いため収集するのがとても大変である

そのため、最新の書類が整っていなくても大丈夫なようにしてほしい。聞きたい助言に対する資料のみ準備でき

るようにしていただけるととても助かる。情報として最新のものを求められるため、特に薬状の場合は困る。

〇書類

・提出書類に関しましては、事例に対して、各専門職からのアドバイスをいただくために必要な情

報となっています。薬の内容から症状を予想できるとのお声もあるので、現在の状況が分かる資料

のご提出をお願いします。資料提出から状況が変わっていることは、口頭にてご説明いただいても

構いません。

困った点 事例 D 事例の提出として年一回のペースはとても速いため、追われた感がある。選定が難しい。

困った点 事例 D 後追いするのもかなり大変である。

改善点 助言 A テーマに沿ったアドバイスを求められると偏りが出てきてしまうのではないか。

改善点 助言 Ａ
助言をするにあたって症例についてどこが目標で何が目的なのかを明確にしたうえで、会議を進めることができ

れば、薄いアドバイスにならずに済むと思う。

改善点 助言 A 助言を必須でしないといけない職種があるのでしょうか。

改善点 助言 B 膨らませたい内容は助言者から助言者に聞いてもよいのではないか。

改善点 助言 C 本人の意向をもう少し明確に分かるとアドバイスがし易い。

改善点 助言 E
１対１で意見交換をしていると感じるため、一つの意見に対して広がらない。

質問内容として家族・本人が知りたいことが分かっていた方が良いのではないか。

改善点 運営 C

会議後のフォローがあれば良い。

理学療法士は地域リハが事業所に行けるから良いが、他のアドバイス（歯・薬など）後のフォローを誰がするの

かと思う。

〇運営

・コーディネーターが助言者について誰がフォローするのかを会議中にお伝えしています。

地域ケア会議に対する思い（良い点・悪い点・困った点・改善点等）

〇助言

・助言に関しまして、ケアマネジャーが求めていない部分でも、専門職の視点だから分かることも

ありますので現在は求められていない場合でも積極的にアドバイスいただけたらと考えています。

・ご自身の専門領域に関する助言で差し支えありません。

・既に実施されていることは、資料に記載していただいたり、発表の冒頭にご説明していただいた

りして重複を避けていただければと思います。尚、説明がし易いよう冒頭の進行時よりアナウンス

をするようにいたします。

〇事例

・前年度末に当該年度のスケジュールを配布していますので、調整していただくようにお願いいた

します。助言の実行状況や、利用者の状態を確認することの目的、地域課題を発見する目的等も兼

ねていますのでご理解の上、後追いを行っていただきますようお願いいたします。

・同じ方の事例を出していただくことは可能です。

・事例提出が困難とのご意見があるため、現在アンケートを実施して原因を分析しています。

〇助言

・会議の目標・目的としましては、利用者のQOL（生活の質・人生の質）向上等のため、冒頭にご

説明させていただいています。個人の目標についてはケアプランの目標をご参照いただき、ご不明

な点は会議の中でご質問ください。

・コーディネーターによる課題の焦点化において、分かり易いように説明を行います。

・発言時に一言仰っていただけば、助言者同士で質問していただいても差し支えございません。

・CMが助言を求めている内容に関わる職種は助言をお願いします。

改善点 書類 E 概要をもう少し早めに知ることが出来たら読み込む時間や調べる時間が出来てありがたいです。

〇書類

個人情報の観点から事前お渡しが出来かねるため会議開始前10分間で資料の読込みをお願いいたし

ます。13：30から開場していますので、早めにお越しいただくことは可能です。


